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●普段あまり職員室で話さない人がランダムにグループを作
ることにより強制的に交流する機会があり、その中で普
段聞くことのないその人の考え方や思いに触れることが
でき、一気に仲良くなった。参加者からは「やっぱり話
すことが大切ですね」という声が上がってきた。

●本校の抱えている課題解決に向けてのワークだった。「み
んなでしっかり考える！」が最大の課題である。普段か
ら思っていることをある程度言えるぐらい仲良くなって
いたので、割合グループワークもスムーズに行うことが
できた。

ワークショップの感想

学校として変化を感じたこと

■職員会議の持ち方や提案の仕方等の改善で働き方改
革につながった。

■「チームで考え、実践する」という風土が醸成され
てきた。そのため、各分掌の活動や会議の中身が
変わってきた。また、子どもたちの活動へも主体
的にチームワークを大切にするように指導する場
面が増えてきた（特に生徒会活動）。

■取り組みに対して、「いつまでに」「どのような状態
になり」「そのための手立てとして何をどのように
すれば良いのか」というカリキュラムマネジメン
ト的な思考が広まり、グランドデザインの本質へ
近づくことができた。

主なワークショップ実施内容

1 日目：基本編
　▶お互いを知る活動
　▶良い集団をつくるためのルールづくり
　▶子どもに身につけたい力について考えよう　
　▶ライオンズクエストのつくりを知ろう
2日目：実践編
　▶模擬授業「目標設定（自校の課題解決に向けて )」
　▶ライフスキルグランドデザインの作成
　▶ライフスキル年間計画の作成

ワークショップ実施、その後の学校は！？

6 月下旬現在、7・8月には全国で約 60
回のワークショップが計画されています。
ライフスキルで熱い夏がやってきます！

＜教師の子どもたちが行う活動への立ち位置に変化＞
●特に総合的な学習の持ち方において参考になる部分が多く
あった。

●ティーチャーとしてだけでなく、子どもたちに動機づけで
火をつけるファシリテーターとして立ち位置を意識する
ようになった。

●「会議を進める、まとめる、プレゼンテーションを行う、
そのためのスライドをまとめる」に関わって、インスト
ラクターとしての立ち位置で子どもたちを牽引するよう
になってきた。

学級経営での成果


